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第１　災害警戒（対策）支部 

三条市の災害対策体制として、市役所に第２次配備体制となる災害警戒本部を設

置すると同時に、市内１０地区に災害警戒支部を、更に第３次配備体制となる災害

対策本部と同時に災害対策支部を設置します。 

この災害警戒（対策）支部は、市職員を配置し、各地区における被害状況等の情

報収集、市から住民等への広報、災害時要援護者対策等を行う地域の拠点として、

自治会長、自主防災組織等を始めとする地域の協力を得ながら活動します。また、

第１次避難所としての機能を併せ持ち、災害警戒支部開設と同時に避難所としての

対応も可能となります。 

自主防災組織には、災害対策支部に至った場合は、その構成員となっていただき、

支部との連携をより密にし、各地域において災害時要援護者の避難行動に対する支

援を主として活動していただきます。 

○支部の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支　部　長

情報収集担当 
支部内建設業協会員 

広 報 担 当 
避 難 担 当 
施設管理担当

指示 報告・連絡

災害警戒支部

災害対策支部

消　防　団

連携

協力

自 治 会 長

民 生 委 員

自主防災組織 

　本マニュアルは、災害時における自主防災組織に協力いただきたい基本的活動項

目を記載したものです。 
　他方、災害時にはどのような事態が発生するか想像できません。このマニュアル

に記載している事項以外であっても、「自分の身は自分で守る」「自分たちの地域は

自分たちで守る」の認識の下、適時適切に行動していただければ幸いです。 
　また、自主防災組織の代表者の交代時におきましては、災害対応マニュアル、災

害時要援護者名簿、戸別受信機等について、後任の方に適切に引き継いでいただき

ますようお願いします。



【水害】自主防災組織編

２

１　災害警戒（対策）支部の設置基準 

　○五十嵐川に係る基準（堤防の高さ：渡瀬橋１８．５ｍ、滝谷２８．１ｍ、荒沢６５．１ｍ） 

　対象支部：【渡瀬橋】東支部、南支部、西支部、中北支部、井栗支部、本成寺支部、 

大崎支部、栄支部　【滝谷、荒沢】下田支部 

　(1) 災害警戒支部は、次の基準に達したときに設置します。 

 (2) 災害対策支部は、次の基準（高齢者等避難発令基準と同じ。）により災害対策

本部を設置したときに設置します。 

 

　○刈谷田川に係る基準（堤防の高さ２１．８４ｍ） 

　対象支部：栄支部、南支部、西支部、本成寺支部 

　(1) 災害警戒支部は、次の基準に達したときに設置します。 

(2) 災害対策支部は、次の基準（高齢者等避難発令基準と同じ。）により災害対策

本部を設置したときに設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 五十嵐川水位 
（渡瀬橋水位）

五十嵐川水位 
（滝谷水位）

五十嵐川水位 
（荒沢水位）

  
１２．６５ｍ以上 

（堤防まであと５.８５ｍ） 

 
２５．５ｍ以上 

（堤防まであと２.６ｍ） 

 
６１．６５ｍ以上 

（堤防まであと３.４５ｍ） 

 五十嵐川水位 
（渡瀬橋水位）

五十嵐川水位 
（滝谷水位）

五十嵐川水位 
（荒沢水位）

  
１３．５８ｍ以上 

（堤防まであと４.９２ｍ） 

 
２６．８９ｍ以上 

（堤防まであと１.２１ｍ） 

 
６２．２３ｍ以上 

（堤防まであと２.８７ｍ） 

 刈谷田川水位 
（大堰水位）

  
１７．０ｍ以上 

（堤防まであと４.８４ｍ） 

 刈谷田川水位 
（大堰水位）

  
１８．５ｍ以上 

（堤防まであと３.３４ｍ） 
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　○信濃川に係る基準（堤防の高さ１４．８５ｍ） 

　対象支部：東支部、南支部、西支部、中北支部、井栗支部、大崎支部、 

大島支部、栄支部 

　(1) 災害警戒支部は、次の基準に達したときに設置します。 

(2) 災害対策支部は、次の基準（高齢者等避難発令基準と同じ。）により災害対策

本部を設置したときに設置します。 

 

○土砂災害に係る基準 

　対象支部：井栗支部、本成寺支部、大崎支部、栄支部、下田支部のうち該当地区 

　(1) 災害警戒支部は、次の基準に達したときに設置します。 

(2) 災害対策支部は、次のいずれかの基準に達したときに設置します。 

 

○中小河川に係る基準 

　対象支部：南支部、西支部、井栗支部、栄支部、下田支部のうち該当地区 
(1) 災害警戒支部は、次の基準に達したときに設置する。 

　(2) 災害対策支部は、次のいずれかの基準により災害対策本部を設置したときに 
設置する。 

※１　第２次避難所に加え、中央公民館保内分館（その他避難所）も開設 

※２　第２次避難所のうち、飯田小学校を開設

 信濃川水位 
（尾崎水位）

  
８．７ｍ以上 

（堤防まであと６.１５ｍ） 

 信濃川水位 
（尾崎水位）

  
９．９ｍ以上 

（堤防まであと４.９５ｍ） 

 
２時間以内に大雨警報（土砂災害）の発表基準を超過する予測が公表される見込みで、

かつ、降雨が継続する見込み

 ・大雨警報（土砂災害）が発表され、かつ、気象庁の土砂災害警戒判定メッシュ情報

で「実況または予想で大雨警報の基準に到達」したとき 

 

・大雨警報（土砂災害）の発表が夜間・早朝となることが予測されるとき

 浸水警戒情報提供基準（P12「2 発信基準」参照） 
島田川（南支部、西支部）　新通川（南支部、西支部） 
貝喰川（西支部）　大面川（栄支部）　大平川（下田支部）

 避難指示発令基準（P11「⑵ 発令基準」参照） 

布施谷川（井栗支部）※１　鹿熊川（下田支部）※２
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２　災害警戒（対策）支部の設置場所〔第１次避難所を兼ねる。〕 

　　※ペット同行避難対応避難所（上記の９か所に加え、第２次避難所の「体育文化会館」も対応） 

 支部名 施設名 電話番号 備考

 
東支部 第二中学校※

33-1248 

46-8616（内線6300）

 
南支部 第一中学校・嵐南小学校※

33-1093 

46-8616（内線5990）

 
西支部 ものづくり拠点施設（旧南小）※

32-0908 

46-8616（内線6610）

 
中北支部 中央公民館

32-4811 

46-8616（内線6460）

 
井栗支部 第四中学校※

38-8105 

46-8616（内線6320）

 
本成寺支部 西鱈田小学校※

33-2050 

46-8616（内線6080）

 
大崎支部 大崎学園※

38-6340 

46-8616（内線6100）

 
大島支部 大島中学校※

33-2317 

46-8616（内線6350）

 
栄支部

栄庁舎 

〔避難所：農村環境改善センター〕※
45-4111

 
下田支部

下田庁舎 

〔避難所：下田公民館〕※

46-2511 

46-5906
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３　災害警戒（対策）支部の所管地域等 

 
支部名 行政区名（自治会長設置単位）

河川に係る避難

情報の発令単位

 

東支部

一ノ門 1・2　林町 1・2　仲之町　横町 1・2　神明町(下町) 

神明町(神明町)　旭町 1・2 　田島 1　 田島 2 　東三条 1・2 

興野 1～3 　北中 　新光町　 嘉坪川 1・2

嵐北地区

 
南支部

北四日町　四日町　南四日町 1・2　南四日町 3・4　北新保 1　北新保 2 

南新保　東新保　曲渕 1　曲渕 2
嵐南地区

 

西支部

島田 1　島田 2　島田 3　大野畑　由利　西四日町 1　西四日町 2 

西四日町 3　西四日町 4　西本成寺 1・2　条南町　桜木町 

直江町 1～4　土場

嵐南地区

 

中北 

支部

本町 1(上町)　本町 2(大町)　本町 2(田町)　本町 3(一ノ町) 

本町 4(二ノ町)　本町 5(三ノ町)　本町 5・6(四ノ町)　本町 6(五ノ町) 

本町 6(六ノ町)　本町 6(鍛冶町)　八幡町(八幡小路)　元町(古城町) 

元町(日吉町)　元町(三ヶ町)　居島　東裏館 1～3　西裏館 1～3 

荒町 1・2　石上 1～3　栗林

嵐北地区

 井栗 

支部

塚野目 1～6　鶴田 1　鶴田 2・3　鶴田 4　西潟　井栗 1～3　北野　白山 

須戸　柳場　柳川　三貫地　三柳　牛ヶ島　上保内　みずほ　下保内
井栗地区

 
本成寺 

支部

東本成寺　西中　五明　下新田　東鱈田　東鱈田 2　西鱈田　金子 

袋　南入蔵　入蔵新田　長嶺　吉田　如法寺　月岡 1　月岡 3･4　月岡 2 

諏訪 3　諏訪 1　諏訪 2　片口　新保　枝郷　緑ヶ丘　曲渕 3

本成寺地区

 大崎 

支部

西大崎 1　西大崎 2　西大崎 3　東大崎 1・2　麻布　松ノ木町　上野原 

柳沢　篭場　中新　下坂井　北入蔵 1・2　北入蔵 3　三竹 1　三竹 2・3
大崎地区

 大島 

支部
上須頃 須頃 1　下須頃 須頃 2・3　大島　井戸場　代官島　荻島 大島地区

 

栄支部

鬼木新田　鬼木　尾崎　今井　今井野新田　泉新田　岡野新田　貝喰新田 栄北地区

 小古瀬　中島　千把野新田　善久寺　芹山　渡前　中曽根新田 

福島新田甲　浦新田　福島新田丙　新堀　美里　東光寺　若宮新田 

一ツ屋敷新田　猪子場新田

栄中央地区

 小滝　高安寺　大面　北潟　矢田　吉野屋　蔵内　茅原　戸口　安代 

前谷内　帯織　山王　岩淵　栄荻島
大面地区

 

下田 

支部

楢山　花渕　上組　中組　下組　中野原　荻堀上　荻堀下　原上　原下 

桑切　笹巻　福沢　大沢　長沢　駒込上　駒込中　駒込下　広手　大平 

高屋敷　滝谷　島潟　福岡　高岡　下大浦　馬場　上大浦

長沢地区

 遅場　葎谷　濁沢　早水　牛野尾　長野　名下　栗山　塩野渕　笠堀　大谷地　

南五百川　北五百川　院内　森町　田屋　棚鱗　荒沢　小長沢　庭月　八木前
森町地区

 江口　島川原　南中　上飯田　中飯田　下飯田　鹿峠　小外谷　曲谷 

牛ケ首　落合　上谷地　蝶名林　中浦　新屋　鹿熊
鹿峠地区
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第２　自主防災組織の役割 

①　自主防災組織は、自分たちの地域は自分たちで守るという共助の下に成り立ち、

災害時はもちろん日ごろから地域における防災活動を行っており、その果たす役

割は大きなものがあります。 

②　しかし、各自主防災組織の活動には、温度差があることから、このマニュアル

において、自主防災組織に求められる役割としては、災害時要援護者の避難行動

に対する支援を主に担うこととします。自主防災組織が中心となり、付近の住民

の協力を得て、災害時要援護者を安全な場所に避難させることを第一に対応しま

す。 

③　三条市において、あらかじめ、本人の意思を確認し、災害時要援護者を把握し

名簿を作成します。（名簿登録者の範囲についての考え方は、参考のとおりです。）

その災害時要援護者を、避難要支援者と情報伝達要支援者に分けます。 

④　避難要支援者の方については、自治会、自主防災組織、消防団、介護保険サー

ビス事業所等を主体に、近所の方々と一緒になって避難してもらいます。避難所

が無理なときは、安全な建物の２階等に一時避難することも、緊急時においては

必要となります。(自治会、自主防災組織等は、三条市の責任のもと、市へ協力

していただく立場でこうした活動を行います。また、市民の皆様もこうした状況

をご理解いただいた上、自分の身は自分で守れるよう災害時に備えておいていた

だくよう市民用マニュアルに明記します。） 

⑤　情報伝達要支援者の方については、民生委員、介護保険サービス事業所等から

高齢者等避難の発令を伝えてもらい、避難指示が出る可能性もあることから、早

めに避難してもらうようにします。（民生委員、介護保険サービス事業所等は、

三条市の責任のもと、市へ協力していただく立場でこうした活動を行います。市

民の皆様もこうした状況をご理解いただいた上、自分の身は自分で守れるよう災

害時に備えていただくよう市民用マニュアルに明記します。） 

⑥　自主防災組織では、平常時において、避難要支援者の名簿を基にその住居を地

図に落し所在を確認しておきます。また、実際に訪問して、本人や家族から避難

する際に必要とする支援、留意事項や避難先を聴き取るなどして、非常時の避難

誘導に備えておくこととします。 

⑦　各自主防災組織においては、あらかじめ、避難要支援者の避難誘導担当を定め

ておくとともに、付近の住民へも協力の依頼をしておくこととします。 

⑧　なお、災害時要援護者の名簿の取扱いについては、個人情報保護に十分配慮す

るものとします。 
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１　災害関連情報等の伝達方法 

自主防災組織の代表は、市から同報系防災行政無線の戸別受信機を通じて避難情

報発令の連絡があったら、自主防災組織内の連絡網により避難誘導担当に周知し、

災害時要援護者に対する支援活動を開始します。 

２　避難情報発令時の対応 

(1) 高齢者等避難発令時 

①　自主防災組織の避難誘導担当は、高齢者等避難を受けたら、直ちに担当する

避難要支援者の自宅等に行き、高齢者等避難が発令されたので、早めに避難す

ることを伝え、付近住民の協力を得ながら避難させます。 

②　この際の避難先については、平常時から、本人や家族等と協議し、地域の協

力を得ながら、あらかじめ決めておくこととします。また、自力での避難が困

難なため、その移動には制限があることから、緊急を要する場合等は、自宅や

近所の安全な建物の２階へ一時避難させるなど、生命の安全を守ることを第一

とします。 

③　避難要支援者の避難の際に、他の協力が得られないなどの理由により、その

場で避難させることができないと判断したときは、支部に連絡し応援を要請し

ます。 

④　対象となる避難要支援者の避難が終了したら、その状況を、自主防災組織で

取りまとめ、支部に報告します。 

・誰がどのように避難したか、しなかったか。 

（避難所に避難した、○○の２階に一時避難した等） 

・誰と連絡が取れなかったか。 

⑤　支部は、それらの報告及び民生委員等からの同様の報告を取りまとめて、災

害時要援護者の安否確認をし、本部に報告します。 

※　情報伝達要支援者の方については、民生委員、介護保険サービス事業所等か

ら高齢者等避難発令を伝えてもらうこととなっていますが、地区の民生委員が

不在の場合は、自主防災組織から民生委員の担当している情報伝達要支援者の

方に電話し、又は自宅等に行き、高齢者等避難が発令されたので、早めに避難

するように伝えていただきます。 

（高齢者等避難発令時に地区内の民生委員が不在の場合は、支部から連絡をさせ

ていただきます。） 
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(2) 避難指示発令時 

①　避難指示を受けたら、直ちに、対象となる避難要支援者のうち、高齢者等避

難のときに避難しなかった者の避難に当たります。 

②　その後の対応は、上記「高齢者等避難発令時」に準じます。 

３　応急措置 

(1) 被害発生の連絡があったら、自身に危険のない範囲内で、事故防止のため、立

ち入りを制限する等の応急措置を実施し、災害警戒（対策）支部及び自治会長に

報告します。 

(2) 道路の冠水等で交通規制を行う必要がある場合は、市建設課、消防本部（消防

団を含みます。）が対応しますが、被害状況等の程度によっては、災害警戒（対

策）支部からの協力要請に基づき、自主防災組織においてロープ等での通行止め

を実施します。 

また、自主防災組織において、急を要すると判断し、事故防止のために交通規

制を実施したときは、速やかにその旨を災害警戒（対策）支部及び自治会長に報

告します。 
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第３　避難情報 

　　　住民の避難行動にあっては、「高齢者等避難」、「避難指示」及び「緊急安全

確保」の３段階とし、浸水到達時間に応じ地区ごとに段階的に発令します。（河

川に係る発令単位及び行政区は５ページ[災害警戒（対策）支部の所管地域等]を、

土砂災害に係る発令単位及び行政区は16ページ[土砂災害に係る避難情報対象地

区等]を参照） 

1　高齢者等避難 

　（１）　発令時の状況 

災害時要援護者等の特に避難行動に時間を要する者が、避難行動を開始し

なければならない段階であり、災害の発生する可能性が高まった状況 

（２）　発令基準 

○　次の基準に達したとき。 

　　 

　　　○　土砂災害に係る基準 

　　　　対象地区：保内地区、本成寺地区、大崎地区、大面地区、長沢地区、 

森町地区、鹿峠地区 

 基準河川 水位 対象地区

 

五十嵐川 

（渡瀬橋水位） 

（堤防の高さ 18.5ｍ）

13.58ｍ以上 

（堤防まであと 4.92ｍ）
嵐北、嵐南、本成寺、大崎

 
14.23ｍ以上 

（堤防まであと 4.27ｍ）

井栗、栄中央 

※あわせて、上表の地区に避

難指示を発令する。

 五十嵐川 

（滝谷水位） 

（堤防の高さ 28.1ｍ）

26.89ｍ以上 

（堤防まであと 1.21ｍ）
長沢、鹿峠

 五十嵐川 

（荒沢水位） 

（堤防の高さ 65.1ｍ）

62.23ｍ以上 

（堤防まであと 2.87ｍ）
森町

 

刈谷田川 

（大堰水位） 

（堤防の高さ 21.84ｍ）

18.5ｍ以上 

（堤防まであと 3.34ｍ）
栄北、栄中央

 
19.0ｍ以上 

（堤防まであと 2.84ｍ）

大面 

※あわせて、上表の地区に避

難指示を発令する。

 

信濃川 

（尾崎水位） 

（堤防の高さ 14.85ｍ）

9.9ｍ以上 

（堤防まであと 4.95ｍ）
嵐北、井栗、大島、栄北

 
10.9ｍ以上 

（堤防まであと 3.95ｍ）

嵐南、大崎、栄中央 

※あわせて、上表の地区に避

難指示を発令する。



【水害】自主防災組織編

１０

　　　　　　次のいずれかの基準に達したときに発令します。 

　（３）　住民に求める行動 

○　災害時要援護者等の特に避難行動に時間を要する者は、第１次・第２次避

難所への避難行動を開始します。 

○　通常の避難行動ができる者は、避難をするための準備を開始します。 

○　災害時要援護者の避難を支援する者は、支援行動を開始します。 

２　避 難 指 示 

（１）　発令時の状況 

通常の避難行動ができる者が避難行動を開始しなければならない段階で

あり、災害の発生する可能性が明らかに高まった状況 

（２）　発令基準 

　　　○　次の基準に達したとき。 

 ・大雨警報（土砂災害）が発表され、かつ、気象庁の土砂災害警戒判

定メッシュ情報で「実況または予想で大雨警報の基準に到達」した

とき 

・大雨警報（土砂災害）の発表が夜間・早朝となることが予測される

とき

 基準河川 水位等 対象地区

 

五十嵐川 

（渡瀬橋水位） 

（堤防の高さ 18.5ｍ）

14.23ｍ以上 

（堤防まであと 4.27ｍ）
嵐北、嵐南、本成寺、大崎 

※あわせて、井栗、栄中央地

区に高齢者等避難を発令す

る。

 笠堀ダムのただし書

操作(※)の予告連絡

があったとき

 

五十嵐川 

（滝谷水位） 

（堤防の高さ 28.1ｍ）

27.32ｍ以上 

（堤防まであと 0.78ｍ）

長沢、鹿峠  笠堀ダムのただし書

操作(※)の予告連絡

があったとき

 

五十嵐川 

（荒沢水位） 

（堤防の高さ 65.1ｍ）

62.71ｍ以上 

（堤防まであと 2.39ｍ）

森町  笠堀ダムのただし書

操作(※)の予告連絡

があったとき

 

刈谷田川 

（大堰水位） 

（堤防の高さ 21.84ｍ）

19.0ｍ以上 

（堤防まであと 2.84ｍ） 栄北、栄中央 

※あわせて、大面地区に高齢

者等避難を発令する。

 刈谷田川ダムのただ

し書操作(※)の予告

連絡があったとき
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　　　　※　「ただし書操作」とは、ダムの満水位を超えそうなときに、流入量と 

同じ水量を放流する操作を言います。 

　　　○　大雨を要因とする特別警報が発表されたとき。 

　　　○　土砂災害に係る基準 

　　　　対象地区：保内地区、本成寺地区、大崎地区、大面地区、長沢地区、 

森町地区、鹿峠地区 

　　　　　　次のいずれかの基準に達したときに発令します。 

（３）　住民に求める行動 

　　通常の避難行動ができる者は、第１次・第２次避難所、安全な建物の２階

等への避難行動を開始します。 

３　緊急安全確保 

（１）　発令時の状況 

①　災害の前兆現象の発生や現在の逼迫した状況から、災害の発生する危険性

が非常に高いと判断された状況 

②　災害が発生した状況 

（２）　発令基準 

①　避難指示の発令基準を基に、また災害の発生を機に、避難がより急を要す 

ると市長が判断したときに発令します。 

②　緊急安全確保は、避難指示よりも「急を要する」と判断した場合に発令す 

ることから、より重く、命令的な意味合いが強くなります。 

 

 基準河川 水位等 対象地区

 
信濃川 

（尾崎水位） 

（堤防の高さ 14.85ｍ）

10.9ｍ以上 

（堤防まであと 3.95ｍ）

嵐北、井栗、大島、栄北 

※あわせて、嵐南、大崎、栄

中央地区に高齢者等避難を

発令する。

 鹿熊川 

（新曲谷橋水位） 

（堤防の高さ 33.57ｍ）

32.07ｍ以上 

（堤防まであと 1.5ｍ）
鹿峠

 

布施谷川

越水した布施谷川の水

が県道大面保内線付近

の道路上を保内駅に向

かって流れ始めたとき

保内

 
・土砂災害警戒情報が発表されたとき 

・土砂災害発生の前兆現象が確認されたとき 

・大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、記録的短時間大雨

情報が発表されたとき
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（３）　住民に求める行動 

①　避難指示等の発令後で、避難行動中の住民は、直ちに避難行動を完了しま

す。 

②　まだ避難していない対象住民は、直ちに避難行動に移ります。避難所に避

難するいとまがないときは、安全な建物の２階に避難するなどの生命を守る

最低限の行動を取ります。 

 

第４　浸水警戒情報 

1　発信時の状況 

　　生命又は身体を守るための避難行動までは必要としない状況下において、河川の

氾濫により家財、食料等を浸水から守るための対策が必要な状況 

2　発信基準 

　　対象河川に設置されている危機管理型水位計、防災カメラ等により、該当河川で

越水間近であることを市が確認したとき。（危機管理型水位計で氾濫開始水位（堤

防天端高）接近時など） 

　　※　該当河川沿線の地区に避難情報を発令している場合又は発令するおそれが

高い場合は発信しない。 

　○　対象河川…島田川、新通川、貝喰川、大面川、大平川 

 

 

 

 

 対象河川 対象地区

 

五十嵐川

嵐北、嵐南、本成寺、大崎 

※あわせて、井栗、栄中央地区に避難指示を発令する。

 
長沢、森町、鹿峠

 

刈谷田川

栄北、栄中央 

※あわせて、大面地区に避難指示を、嵐南、本成寺地区に

高齢者等避難を発令する。

 

信濃川

嵐北、井栗、大島、栄北 

※あわせて、嵐南、大崎、栄中央地区に避難指示を発令す

る。
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第５　避難所 

１　避難所の開設順位 

　　避難所は、①第１次避難所、②第２次避難所、③その他避難所に分類し、災害規

模に応じて、第１次避難所から順次開設していきます。 

　　第１次避難所は、支部設置と同時に職員が配置され、避難所も併せて開設します。 

　　第２次避難所は、高齢者等避難の発令に合わせ、対象地域内の避難所となる施設

に職員を配置し、開設します。 

　　その他避難所は、避難指示の発令時に、対象地域内の第１次・第２次避難所の避

難者数や災害の規模等を考慮し、必要と判断したところから開設していきます。し

たがって、開設前にこの避難所に避難されても、職員数にも限りがあり、直ぐに職

員を配置し、対応することが難しい状況にありますので、できるだけ第１次・第２

次避難所に避難するよう住民の理解と協力も必要となります。開設する避難所は、

支部の広報車や自治会の連絡網を通じて周知します。 

２　避難所の役割 

　　避難所は、避難者の避難先としての本来の役割のほかに、避難者はもちろん、避

難所に避難されなかった被災者に対しても、食料、日常生活品等の物資、防疫用薬

剤、泥上げ麻袋などを配布する拠点となります。 

また、災害関連情報も、燕三条ＦＭ等で広報しますが、避難所でも平成１６年に

発生した７・１３水害では「災害復興ニュース」として紙面による情報提供を行っ

たように、情報発信の拠点にもなりますので、住民の方々からも、それらの物資や

情報を避難所に取りに来てもらうことが基本になります。 

３　自主防災組織代表者の避難先 

　　自主防災組織の代表者は、支部に参集せず、活動の拠点は自宅等となりますが、

もしも避難するような状況になったら、極力、第１次・第２次避難所へ避難してく

ださい。 

４　第２次避難所 

※避難対象地域を限定するものではないので、最寄りの避難所に避難してください。

 地区名 施　設　名
 東地区 三条商業高校
 南地区 嵐南公民館 勤労青少年ホーム 三条高校
 西地区 旧第一中学校武道場
 中北地区 上林小学校 裏館小学校 体育文化会館

 井栗地区 旭小学校 井栗小学校 塚野目保育所 保内小学校
 本成寺地区 総合福祉センター 月岡小学校
 大崎地区 大崎会館 三条東高校
 大島地区 須頃小学校 大島小学校
 栄地区 栄北小学校 大面小学校

 下田地区 大浦小学校 飯田小学校 よってげ邸 諸橋轍次記念館
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〔参考〕 

１　自主防災組織連絡網（例） 

　　自主防災組織の避難誘導班内に避難誘導担当として、３人一組でＡからＦまでの

６グループを組織し、避難要支援者の避難に当たる場合を想定 

 

 

 

 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 不在時の代理等 

　①　代表不在時は、支部から副代表へ、副代表から各班長へ 

②　代表及び副代表不在時は、支部から情報班長へ、情報班長から各班長へ 

　③　班長不在時は副班長へ、その他連絡が取れない場合は、その次に連絡し、後か

ら掛け直す。 

　　※　代表等が不在の場合の連絡順位を、第３順位まで決めて、支部長に報告する。 

 

代　表

支　部

避難誘導副班長

避難誘導班長

情 報 班 長

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○ ○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

救出救護班長

給食給水班長

副代表

情報副班長

救出救護副班長

給食給水副班長

○○

○○

○○

○○

○○

○○

避難誘導担当
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２　災害時要援護者名簿登録者の範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※災害時要援護者に定義された者以外の障がい者・要介護者、乳幼児とその保護者、妊婦等の

避難に時間を要する要配慮者については、高齢者等避難の発令を防災行政無線等により周知

することによって、早期の自主的な避難を促す。 
 

 

３　関係機関連絡先 

 
 

 
機　　関　　名 電 話 番 号

 三条市役所三条庁舎 ３４－５５１１

 三条市役所栄庁舎 ４５－４１１１

 三条市役所下田庁舎 ４６－２５１１

 三条市消防署 ３４－１１１１

 三条警察署 ３３－０１１０

 東北電力ネットワーク㈱ ０１２０－１７５－３６６

 
東日本電信電話㈱新潟支店

電話の故障時「１１３」 

電話の移転等「１１６」

 北陸ガス㈱長岡支社三条事務所 ３２－２２１１

 栄ガス消費生活協同組合 ４５－２０４９

 三条市上下水道課 ４６－５９００

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜用語の定義＞ 
・要介護者：要介護認定３～５を受けている者 
・身体障がい者：身体障害者手帳１・２級（総合等級）の第１種を所持する者 

　　　　　　　　　（心臓、じん臓機能障がいのみで該当する者は除く。） 
・知的障がい者：療育手帳 Aを所持する者 
・精神障がい者：精神障害者保健福祉手帳１・２級を所持する者

 
◎次のいずれにも該当し、生活の基盤が自宅 
　にある市民 
 
 
　①要介護者、身体障がい者又は知的障がい

者である者 
　②全ての世帯員が要介護者、身体障がい者、

知的障がい者又は 65 歳以上の者である
世帯に属する者 

 
◎上記以外で市長が支援の必要を認めた者

災害時要援護者

 
◎次のいずれかに該当し、生活の基盤が自宅
にある市民（全ての世帯員が避難要支援者
に該当しない世帯に属する者に限る。） 

 
　①要介護者、身体障がい者又は知的障がい

者である者 
　②全ての世帯員が精神障がい者である世帯

に属する者 
 
 
◎上記以外で市長が支援の必要を認めた者

避難要支援者 情報伝達要支援者
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４　土砂災害に係る避難情報対象地区等 

　土砂災害に係る避難情報の発令対象行政区は次のとおりとする。 

 
担当支部

避難情報の 

発令単位
発令行政区（山沿い）

 井栗支部 保内地区 上保内、下保内

 本成寺支部 本成寺地区 長嶺、吉田、如法寺、月岡４

 大崎支部 大崎地区 東大崎２、麻布、上野原、柳沢、篭場、中新

 栄支部 大面地区 小滝、高安寺、大面、北潟、矢田、吉野屋

 

下田支部

長沢地区 楢山、花渕、中野原、荻堀下、原上、原下、 

笹巻、福沢、大沢、長沢、駒込上、駒込中、 

駒込下、広手、大平、高屋敷、高岡、下大浦、

馬場、上大浦

 森町地区 遅場、葎谷、濁沢、早水、牛野尾、長野、名下、

栗山、塩野渕、笠堀、大谷地、南五百川、 

北五百川、院内、森町、田屋、棚鱗、荒沢、 

小長沢、庭月、八木前

 鹿峠地区 江口、上飯田、中飯田、下飯田、鹿峠、小外谷、

曲谷、牛ケ首、落合、上谷地、蝶名林、中浦、

新屋、鹿熊


